
コンセプト

一般的なベンチ

揺らぐベンチ

発想

重心
ベンチ

起き上がり小法師

構法

嚙

利用形態の変化

傾斜方向

揺らぐベンチ～体じゅう感じて～ 　淺井薫平　高木研究室

敷地：なし
用途：ベンチ
模型：模型 1/1　
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設計の過程
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ベンチの重量を計算，曲率等から傾斜角度を算出変数を入力

着座により座面が下がったときの座面高さの検討
→座面高さは 300mm以上が快適

着座時における座面の傾斜の検討
→座面の傾斜は 15°以下が快適

座面高さ 330mm

座面の傾斜 11° 座面の傾斜 20°

座面高さ 270mm

①SHOP BOT による
　部材の切り出し

②ベルトサンダーを用いた
　表面の研磨

③部材表面の塗装 ④直交する部材のほぞを
　かみ合わせ組み立てる

⑤木工用ボンドを用いて
　天板をベンチ本体に取り付ける

施工の過程


